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平成16年10月15～16日の両日にわたり、香川県高松市の
サンポ－トホ－ル高松、全日空ホテルクレメント高松にお
いて、「時代を彩る印刷文化、空海生誕の地から未来へ」を
スロ－ガンに、2004全日本印刷文化典香川大会が開催され
た。
１日目の行事である記念式典は、香川県工組小松副理事

長による開会のことばではじまり、国歌斉唱、業界で故人
となられた人への黙祷、印刷産業人綱領唱和、開催工組代
表挨拶、浅野全印工連会長の式辞とつづき、経済産業大臣
（代読）、真鍋香川県知事、増田高松市長３氏の来賓祝辞が
あった。
つづいて印刷産業発達功労者顕彰などの表彰が行われ、

当工組では櫻井専務理事が組合功労者表彰を受けた。つぎ
に香川県工組守實副理事長による印刷文化典宣言が行われ、
次期印刷文化典開催地の新潟県工組堀理事長があいさつさ
れたあと、香川県工組稲毛専務理事の閉会のことばで記念
式典が終了した。
引き続いて基調講演として、作家早坂暁氏による「早坂

暁　四国のこころ」と題する講演が行われ、弘法大師の教
え、巡礼者に対する仏教文化のこころなどを説かれるとと
もに、四国八十八箇所巡礼の勧めを話された。

講演会の後、会場をホテルに移し、懇親会がサヌカイト
（石琴）演奏のオ－プンセレモニ－で始まり、再会の喜びや、
情報交換、今日の慰労など、和やかに懇親が進む中お開き
となった。
２日目は、全印工連全国大会が「業態変革推進プラン－

全印工連2008計画」キックオフを主題に開かれ、浅野全印
工連会長が「キックオフに向けて」と題して、「様々な変化
や経済の成熟化といった大きな潮流の影響を受け、多くの
産業が今までの業態を見直さなければならない状況にある。
また、国の中小企業政策の基本理念も『大企業との格差是正』
から『多様で活力ある中小企業の成長・発展を支援する』に
大きく転換されている。
産業・企業から消費者主役の社会、印刷という同質の競

争に加え電子媒体などとの競争、更には e-japan・コンビニ
に代表される24Ｈ対応とスピ－ド化の要求の高まり、とい
った時代の転換期に直面しており、我々も『2005計画』を
基に更に踏み込んで、自らの意思で『業態変革』を進める
ために、『業態変革推進プラン－全印工連2008計画』を策定
した」と、主旨と方針が示された。つづいてプランの内容
が矢部業態変革推進企画室委員長から披露され、木野瀬業
態変革推進企画室委員によるキックオフ宣言がなされ、全
体会議を終了した。その後、各分科会が別室で開催され、
午後１時30分全ての行事が終了した。
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7月16日（金）、第52回年次大会が横浜において開催され、
新理事長をはじめ組合三役が出席した。又、第53回は当工
組が主管県にあたることから、青年部の飯田会長以下4名の
役員も出席した。
まず全体会議が開かれ、開会のことば、議長団選出、議

事の審議と進み、提案議事の全件を承認したあと、全印工
連浅野会長があいさつに立ち,「変革とは自らの意思で変化
させることと理解しているが、経済の動きが生産者から消
費者へと変わってきていること、国の中小企業に対する政
策が弱者切捨てとも取れる経営革新支援法の制定による面
から点に転換されたこと、1991年をピ―クに印刷出荷額が
大幅に減少していること、国際化が多岐にわたって進展し
ていること、加えて少子高齢化社会の到来など、環境が大
きく変わってきている。2001年の経済産業省の印刷業に対
する所管変更は大口発注者である国の意思が情報メディア
コンテンツ事業の一翼になることを期待しているのではな
いか。行政サ―ビスの24Ｈ化（e-japan）もＩＴインフラ整
備が終わり、電子納税が始まっている。要約すれば、消費
者へ主役が変わったこと、競争相手が地域から全世界に変
わったこと、スピ―ド（インタ―ネット、電子媒体、24Ｈ
稼動など）が早くなったこと等を念頭に、もっと早く良い
ものを求めているお客様に満足頂ける自社の体質をどう変
化させ、強化してゆくのかを徹底的に追求しなければなら
ない。また、専門性が低くなっている現状をもう一度再構
築すべき時期であり、これが業態変革である。
更には、利益をより確保して業務領域を広げ、21世紀の

印刷のプロ集団を作ることが業態変革である。」と、今秋香
川県で開催される全国大会で決定される予定の「2008計
画－業態変革」の活動方針の要諦を示唆した。

続いて全印工連武石専務理事から業界の現況報告として、
日本製紙の値上げ（8月より10％）情報や各委員会の活動状
況が報告され、全体会議が終了した。
次に分科会が各委員会ごとに開催され、討議結果が報告

されて式典に移った。
式典は、開式宣言、国歌斉唱、物故者に対する黙祷を行

い、印刷産業人綱領唱和、歓迎の挨拶とつづき、地区協議
会堀会長が「新潟豪雨の災害に対する現況とお礼を述べた
後、平成17年度全国大会は新潟で開催する予定であり、業
態変革のスタ－ト年次の大会として意義ある大会にしたい。
各県の協力をお願いするとともに、次回の埼玉大会までに
新しい方策を考えて進んで行きたい。」とあいさつした。
つづいて全印工連浅野会長は「現場で活用できる情報の

発信に心がける」と所信を述べた。
そのあと、来賓紹介、来賓祝辞、退任役員に対する感謝

状並びに記念品贈呈が行われ，次期開催県の決定と協議会
旗伝達がおこなわれ、次期開催県である当工組新理事長が
歓迎の意を込めて挨拶を行った。
懇親会は、神奈川県工組前理事長による歓迎のことばに

つづいて、来賓として出席された神奈川県松沢知事が行政
施策の一部や県内の観光案内を含めた挨拶があり、中央会
会長、名誉顧問の挨拶のあと乾杯で開宴した。アトラクシ
ョンのバンド演奏に耳を傾ける一方、情報交換やお互いの
労をねぎらい談笑する中、中締めが行われ、全ての行事が
終了した。

受賞者の言葉

櫻井　豊喜

10月15日、香川県の高松
での全国大会に於いて組合
功労者として顕彰状を頂戴
いたしました。平成５年の
青年部設立総会で、初代会

長に任命されて、理事の仲間入りして以来、故古内
理事長、中村理事長、新理事長の基、役員の皆様の
ご指導及び、組合員の皆様のご協力と深く感謝して
おります。
たいへん有り難うございます。改めて埼印工組の

ため精一杯努力したいと思います。
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お礼のことば

（有）新栄社印刷所　森田　栄一

埼玉県印刷工業組合の新理事長は
じめ役員の皆さん方には日頃は何か
とお世話になり、又組合の為のご活
躍を感謝申し上げる次第です。

今回、日本印刷産業連合会に於きましては2004年９月印刷の
月に際し、記念行事として表彰式が行われることになりました。
私は平成７年の印刷月間におきまして中小企業長官賞を戴きま
したし、本来ならば前々理事長の古内印刷（有）古内（前）社
長がこの栄誉に浴すべく最高の適任者だったと思いましたが、
悪夢のような急逝という事態になって誠に残念で仕方ありませ
ん。私が日印産連から表彰を受けるについては、当時の埼印工
組の役員の皆さん方をはじめ、組合員の皆さん方の絶大なるご
指導ご協力があったればこそ戴けたものと、感謝申し上げる次
第です。
残暑厳しい折柄でもあり、式典当日は欠席させてもらいまし
たが、後日賞状（印刷振興賞）と金一封を戴きました。誠に有
難うございました。重ねて厚く御礼を申し上げます。
私が理事長の時代に日印産連が誕生、創立されたことを思い
起しましたが、あれから19年が過ぎたとのこと、誠に感慨深い
ものがあります。日印産連の益々の発展を祈ります。
（明治、大正は遠くなりました。これだけ多くの方々の表彰者
の中で大正生まれは私１人、嬉しいやら！はずかしいやら！）

日印産連「印刷振興賞」受賞に際し

去る10月７日（木）、浦和商工会議所においてプライバシー
マーク取得に関する説明会を開催した。平成17年４月の「個人
情報保護法」の施行に伴い、プライバシーマーク取得の必要性
をあげる組合員の声もあり、（株）大洋社コンサルティング事
業部（東京工組に所属する組合員）に説明会を依頼した。（株）
大洋社はすでに他県でもグループでの取得を手掛けており、埼
印工組でも何社が認定取得を希望しているか、説明会後アンケ
ートをとることにした。（株）大洋社は同業者である為、その
経験を生かしムダな作業をなくし効率的にできること、グルー
プで指導をうけることで経費の軽減ができること等の説明があ
った。取得には認定の審査待ちで時間がかかることもあり、早
急にスタートしたいと希望する組合員もいた。アンケートの結
果数社の希望があり、次回の理事会（11月12日予定）にて、正
式に共同取得の決定をする事になった。

プライバシーマーク取得に関する説明会開催

プライバシーマーク制度
個人情報保護ＪＩＳＱ15001に適合したコンプライアンス・プログラム

を整備し、個人情報の取扱を適切に行っている事業者を、第三機関である
（財）日本情報処理開発協会ＪＩＰＤＥＣが評価・認定し、その証としてプラ
イバシーマークと称するロゴの使用を許諾する制度

（埼印工組　顧問）
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浅野健新会長は挨拶の中で、「2005計画」は変化への対応で
あったが、今後は自らの意志で自らを変えていく「業態変革」
が重要であると、「2008計画」の中で語っている。「印刷業は
1991年にピークを迎え、成長期から成熟期に入っている。大き
な変革期に我々は自らの意志で変わっていくべきだ。」と強調
し、業態変革を促している。
今、我々に、「2005計画」とは、また新たなる「業態変革プ

ランー2008計画」とは何であるのかを、浅野会長が熱く、判り
やすく語りかけてくれる。みんなと何かをやってくれる、一緒

にやってくれる魅力ある人間性、男気を感じさせてくれる感激
のセミナーです。
どうかメンバーの方には是非ともご参加をご案内いたします。

（教育委員長　新井正敏）

日時：　平成16年11月26日（金）午後３時～４時30分
場所：　大宮ソニックシティ601

さいたま市大宮区桜木町１－７－５ 048－647－4111
講師：　全印工連会長　浅野　健　氏

全印工連　浅野会長が来県　印刷業界の今後を語る！！
埼玉県印刷工業組合・埼玉県印刷工業組合青年部共催

貸金業者の広告について

今般、埼玉県よりヤミ金融と呼ばれる貸金業無登録営業、違法な高金利による貸付け、悪質な取立てなど違法行為が多発
していることから、ヤミ金融対策法が成立し無登録営業による貸金業の広告・勧誘が禁止され、罰則の対象になったので、
承知していることと思うが、再度傘下組合員に周知徹底して欲しい旨の要望がありましたので、間違っても違法行為に加担
することのないようご下記の点に注意ください。

記
１.  登録貸金業者の貸付条件の広告等の規制
（1）掲載事項（右表）

○印は業態によって掲載しなければな
らないもの

（2）掲載してはいけないもの
いずれの業態においても携帯電話の電
話番号の掲載は禁止されています。

２.  無登録業者の広告等の規制
登録貸金業者以外の者は、貸金業を営
む旨の表示をし、又は貸金業を営む目的
をもって広告若しくは勧誘をしてはなら
ない。違反者は100万円以下の罰金。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （金銭の貸付）　（手形の割引、売渡担保）　  (金銭の貸付の媒介) 

①貸金業者の商号、名称又は氏名及び登録番号　　　　　 

②貸付の利率　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

③返済の方式並びに返済期間及び返済回数　　　　　　　 

④賠償額の元本に対する割合　　　　　　　　　　　　　 

⑤担保を供することが必要な場合における当該担保 
　に関する事項　　　　　　　　　　　　　　　　 

⑥媒介手数料の計算の方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

⑦貸金業者登録簿に登録されたホ－ムペ－ジアドレス 
　又は電子メールアドレスを載せる場合は貸金業者登 
　録簿に登録された電話番号も併せて表示すること。 
　また、電話番号については固定電話又はフリ－ダイ 
　ヤルに限ること。 
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平成１６年９月２６日（日） 雨

▲あいさつする新理事長▲皆さんを送り出し
ほっとひと息の役員さん

▲佐藤実行委員長の注意事項伝達



埼印工だより 平成16年11月1日 （7）No.92

飯能レイクサイドパーク宮沢湖
組織委員長　佐藤伍郎

埼印工組ウォーキング大会は今年が７回目の開催となりました。
早朝から小雨が降り続く、あいにくの空模様で大変心配され
ましたが、そのような悪天候にもかかわらず、総勢約250名の
組合員やその家族に参加して頂き、当組合の行事にご協力頂き
まして、感謝の気持ちでいっぱいです。
今回の会場は、例年の場所森林公園を変更して、飯能市の宮
沢湖レイクサイドパークで開催致しました。この場所は遊園地
や仲良し動物園などがあります。又、湖を一周する約2.5Ｋｍの
ゆったりとした散策に適した遊歩道コースがあって、大人には
少々物足りない感もあったようですが、ご年配の方々や小さい

子供さんには丁度良い距離ではなかったかと考えております。
早い人は30～40分で完歩され、その後続いて50分～１時間前
後の間隔で次々とゴールインとなりました。雨の中にもめげず、
又何の事故もなく完歩していただきましたので、大変ありがた
く思っております。
今年もゴールした人達は美味しいドーナツや洗剤などのお土
産の入った袋を貰って、それぞれ三々五々雨よけの場所に移動
して、お昼のお弁当を囲んで楽しい一時を過ごしていただきま
した。
おわりに、組合員の皆様のご支援とご協力に重ねて感謝申し
上げまして、ウォーキング大会開催の報告とお礼の言葉に致し
ます。

▲本部席「お土産の準備はできました」

▲「雨はやだなー」

▲「お土産、けっこう重いわね」

「
は
い
　
お
疲
れ
様
」

「
は
い
落
と
さ
な
い
よ
う
に
」
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９月20日、熊谷スポーツ文化公園において、すっかり恒例と
なった親睦ソフトボール大会が開催され、青年部も参加させて
いただきました。青年部は、今年で３回目の参加となります。
最高のグラウンドに、公認審判員、ウグイス嬢のアナウンス
付。気分だけは「長嶋ジャパン」とばかりに、参加者全員はり
きって試合に臨みました。気になる結果は・・・。１試合目は
太洋社Ｂチームと対戦、毎回失点により17対４という大敗！午
後に行われた２試合目では太洋社Ａチームと対戦し、12対０の
完封負け！！残念！！！
いかに普段不摂生な生活をしているのかを、「これでもか！」
という程に露呈してしまいました。「来年こそはしっかり準備
をして、いいゲ
ームをしよう！」
と、去年も一昨
年も思ったこと
を、この日ばか
りは思い出しま
した。

結果は散々でしたが、チームとして一緒にプレーしたことに
より、会員達の結束力がより一層強くなったことは、間違いあ
りません。
毎年、熊谷14日会役員の方々のお骨折りにより開催されてい
るこの大会ですが、来年も懲りずにお声を掛けていただきたい
と思います。張り切って参加いたします。（会員の皆さん、こ
の気持ちを１年間忘れないように！）
参加者の皆さん、大変お疲れ様でした。

（幹事（株）三興社印刷所 大川正行）
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８月11日（水）午後６時半より、熊谷市のホテルガーデンパ
レスにおいて、暑気払いが開催されました。
ホテル自慢の緑あふれる庭園で行われているビアガーデンに
て、星空の下、おいしい料理と楽しい会話を肴に、たいへん盛
り上がりました。普段、芝生の上で池や木々を眺めながら、ゆ

っくりお酒を飲むという時間はなかなかないので、参加された
会員は、いい気分転換になったことだと思います。
今回の暑気払いは、夕方までの忙しさを忘れさせてくれる、

リラックスした集まりでした。勉強会や会議など、肩の凝る行
事もありますが、たまにはこんな息抜きも必要でしょう。こん
なところが青年部の魅力ではないでしょうか。

（幹事（株）三興社印刷所　大川正行）

第９回 親睦ソフトボール大会開催さる！

暑 気 払 い 開 催



去る７月31日（日）、行田平安
閣に於いて講演会と懇親会が開
催された。一部、講演会では、平成17年6月に行田に約2000坪の
物流センターを新設する大王製紙株式会社より２名の方に出席頂
き、センターの概要や間近に迫った用紙の値上がりについて説明
を受けた。
時間の制約を受けるオフ輪設置台数が日本一の埼玉にあって、

首都圏への用紙の供給が大変便利な地域であること。また、上

越・東北・甲信越へのアプロー
チにも優れている地域であるこ

となどが、行田を選定した理由だそうである。
値上げに関しては、やや言葉を濁さざるを得なかった感もある

が、充実した内容で参加者もみな真剣に聞き入っていた。
二部懇親会においては、通常宴会風になるのだが、当日に限っ

ては、用紙の話題を肴に不思議と盛り上がっていた。
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９月11日（土）～12日（日）、
熊谷市印刷経営者共同研究グル
ープ（14日会）の研修旅行が、熱海温泉で行われました。
11名で構成する14日会は毎月14日の例会を中心に活動しており

ますが、中でも年１回の研修旅行は、全員が楽しみにしており、例
年通り今年も朝６時30分の予定時間より早く熱海に向け出発です。
東北道羽生インターから高速に乗ると、すでに車中は飲み会モ

ード。渋滞続きの首都高ではパーキングまで各人のタンク容量を
心配しつつも、東名高速に入ると順調に箱根へ。
富士山を横目に見ながら御殿場インターで降り、予定より早め

に御殿場高原ビールバイキングレストランで昼食。アッツアツの
ステーキ、お刺身と中華と飲茶、デザートやケーキなど50種類以
上の料理。もちろん期間限定の冷え冷え地ビールも飲み放題。ス
テージではバンド演奏が行われており、会員一同大満足。
満腹後は腹ごなしで芦ノ湖遊覧クルーズ。残念ながら富士山の

全貌は見ることは出来ませんでしたが、船上の風の心地良さを楽
しんだ後、熱海金城館に向け出発しました。
旅館に到着後、海を見ながらの入浴。心が洗われ、極楽そのも

の。日頃の仕事に振り回されている会員もこの瞬間だけは穏やか
なオヤジに戻っていました。そして何よりも楽しみなのが宴会。
海の幸が中心の食事で、よく飲み、よく食べ、よく歌い、改めて
パワフルな会だと感じました。
２日目は今回の旅行のメインイベント海釣りです。やはり朝５

時30分集合時間前に出発。チャ
ーターしたみどり丸に乗船し、

いざポイントへ。何回かポイントを変え釣り糸をたらした途端、
１人がヒット。続いてもう一人、もう一人と、終わってみるとア
ジ・サバ・カツオと、クーラーボックスのふたが閉まらなくなる
ほどの大漁。楽しかった約２時間の釣りを終え旅館に戻り、釣り
の話題を肴にまた一杯。
朝風呂で釣りの疲れを取り、少しゆっくり目に出発し、最初の

予定地は柿田川湧水。この源は約40km北方の富士山で、三島溶
岩流を通り長い年月を経てミネラルを充分に含み、日本有数の地
下水となっています。澄み切った湧水は、環境破壊が進む中にあ
って、自然の大切さと感動を与えてくれました。
昼食の浜名産のうなぎ膳も完食し、残すは熊谷直行。さすがに

疲れもピークなのか皆 "爆睡"。車中はお決まりの「釣りバカ」。
自分も少しウトウト…。
無事帰着。と思いきやここで終わらないのが14日会。下山祝い

と言いながら最後まで飲む。こんな会、他にもあるのでしょうか。
それにしても飲みっぱな
しの２日間でした。
最後に自分自身の胃と

肝臓におつかれさま。
（14日会　飯田）

行田支部　講演会と懇親会を開催

１４日会研修旅行、行わる



埼印工だより平成16年11月1日（10） No.92

研修と親睦

梅雨の時期とは思えない晴天に恵まれた７月３・４日、計画
通り大宮刷機会恒例の一泊研修旅行が行われました。
定刻前の全員集合、参加者は女性４名、男性13名の17名で一路
鵜の浜温泉へ。
車中、井坂会長から業界の現状等の話を含め挨拶がありまし
た。飲物も充分ということで大変盛り上がり、各ＳＡに必ず寄

るようにとの会長の提言で、尚一層の盛り上がり様でした。
往路の春日山城址見学では、頂上まで登り、下界を一望でき
る大パノラマには感動しました。ホテルに着き、夕食時がサン
セットの頃と聞き楽しみにしていましたが、あいにくの曇り空
で望めなかったのが残念でした。宴会では落合副会長の美声と
奥さんの三味線で楽しく盛り上がりました。…（全員夢の中）
翌日の帰路では、田中角栄元総理大臣の生家を横目に、水族
館での餌付けショー等の見学、燕三条メッセでの土産の買物と
和気藹々の中にソニックシティ前に着きました。参加者全員の
協力により楽しい旅になりました。
次回はもっと多くの皆様方の参加を願って、今回の研修旅行
の感想といたします。

（大宮プロセス　前島美佐雄）

絶好のスポーツ日和の９月20日（敬老の日）、熊谷スポーツ
文化公園で、熊谷14日会主催による第９回親睦ソフトボール大
会が開催されました。例年は、９月15日に開催していましたが、
今年はハッピーマンデーということで、20日になりました。
彩の国まごごろ国体を目前に控え、そのメイン会場となる巨
大な熊谷ドームを横に、地元自治会、ボランティア団体等の花
いっぱい運動による歓迎ムードの中で、参加チームは三興社・
熊谷14日会合同、太洋社Ａ、太洋社Ｂ、埼印工青年部の４チー
ムが参加し、全４試合の熱戦が展開されました。
３名の熊谷ソフトボール協会派遣の公認審判員による厳正な
ジャッジと、昨年より始めたウグイス嬢のアナウンスも、甲子
園が顔負けする程の正確さ、華麗さ。選手の皆さんもいやがう
えにも一流選手気分。
会場は記念写真にもありますように、スタンド付ソフトボー

ル専用球場で、外野は青々とした天然芝で、電光掲示板等も備
えた全国有数の公式球場です。
今年は大宮青和会さんが欠場となり、急遽、太洋社さんが２
チーム出場となりました。勝負にこだわらない親睦を旨とした
とはいっても、それはそれなりに緊迫した場面が随所にあり、
普段の練習の成果を遺憾なく発揮する者、平素の不摂生を見事
に超暴露する者、目の離せない楽
しい１日でした。試合終了後の反
省会では、来年は10周年を迎える
ので、敬老の日に、また新しい企
画を加えて実施しましょうと、再
会を約束し、散会しました。

（文責　深町満夫）

第９回 親睦ソフトボール大会開催さる！



埼印工だより 平成16年11月1日 （11）No.92

当社は、本年５月に、創業80周年を迎えました。近年の印刷
業界を取り巻く環境は我々の業界の外から変化を求められてい
る状況です。創業以来の当社の歴史を顧みても、会社自体が変
化しながら生きてきたのだと思います。私が社長に就任した約
10年前、パソコン・ワープロによるDTP革命が始まり、アッ
プル・マッキントッシュによるデジタル制作・製版・フォトレ
タッチと一気に生産システム、設備の入れ換えが起きました。
当社は地方都市にあるため、デジタル化においては全て内製化
を図らねばならず、機材、ソフトウエアを試行錯誤の中で用意
し、当時の社内デザイナーとともに勉強したものでした。比較
的早くからフィルム出力に取り組めたのも、カラー製版が社内
になかったからだと思います。写植や版下の技術者は、営業に
変わりました。デザイナーも社内で教育し３ヶ月位でオペレー
ション出来るようになったと思います。現在では印刷データも
プロのデザイナーが作るのではなく、オフィスや個人のパソコ
ンから生み出されるようになっています。テンプレートやクリ
ップアートがプリプレスを支配しているように思います。マッ
クデザイナーが写植や版下や写真製版の業界を駆逐したよう
に、今、デザインの分野が大きな岐路にあります。またプレス
の工程にもデジタル化への順応が求められています。プレスの
工程のデジタル化が何を意味するのか、いかなる技術がオフセ
ット印刷のクオリティーとコストに対して挑戦してくるのか？
を見守りたいと思います。創業以来の『老舗』とは、変化を受
け入れ、変わることの勇気をもちつづけることだと考えていま
す。

当社は、現在25期目という比較的歴史の浅い企業でございま
す。創業以来シルバーマスターによる菊全判ダイレクト印刷を
専業とし、この25年間一点にこだわって参りました。創業時は
港区白金でしたが、その後大田区大森を経て、平成元年より現
在の埼玉県草加市に拠点を構えております。その間フィルムレ
スによるコストセーブを最大のセールスポイントにし、関東を
中心にした多くの印刷会社様からページ物の本文印刷を承って
参りました。当社は印刷会社の下請けというポジションをかた
くなに守り続け、コストの削減にひたすら傾注してきました。
その結果として
１、本文以外の付き物カラー印刷等をお引き受けしない
２、印刷用紙は原則的に得意先より支給していただく
３、製本所も原則的に得意先に指定していただく
４、納品、配送は原則的に当社のトラックで行う。
といったルールが出来上がって参りました。
これらは全て、皆様に安定した製品を最大限ローコストでご提
供出来るよう工夫を重ねて来た結果でございます。また平成９
年にはようやく実用化の始まったCTPの導入に着手し、従来の
シルバーマスターでは困難だった写真、平網等を多様した印刷
物も可能に致しました。その際にも印刷工場での作業の効率性
を考慮し、CTPの版材をSDP（シルバーデジプレート）にし、
アナログの版材と同一の物にしました。平成14年10月には
ISO9001の認証も取得し、日本全国の印刷会社のモノクロぺー
ジ物印刷工場として充分にお役にたてるよう、コスト削減、品
質の向上にさらに励んで参りたいと思っております。

三代目のデジタル化

株式会社 櫻井印刷所／代表取締役 櫻井理喜

コラボレーション

互恵印刷 株式会社／代表取締役 高名昭夫



６月９日（さいたま　満寿家）
関東五県印刷工業厚生年金基金資産運用委員会
出席　新理事長
７月２日（伊香保　福一）
中央会組合トップセミナー　
出席　二重作副理事長　櫻井専務理事
７月５日（組合事務所）
中災防監査　出席　大川副理事長　事務局深井
７月16日（横浜インターコンチネンタルホテル）
関東甲信越静地区印刷協議会　
出席　新理事長　二重作　吉田　新井　佐藤　岩渕各副理事
長　櫻井専務理事　飯田　間庭各理事　井坂　高橋各青年部
副会長　事務局
７月26日（大宮ソニックシティ）
正副理事長会　出席　新理事長　大川　二重作　吉田　新井
佐藤　岩渕各副理事長　櫻井専務理事　事務局
７月31日（行田　平安閣）
行田支部大王製紙との懇談会
８月３日（第一ホテル・ディックビル）
全印工連第３回理事会　出席　新理事長
８月５日（ブリランテ武蔵野・ラフレさいたま）
関東甲信越静地区印刷協議会会場下見
８月６日（さいたま　満寿家）
関東五県印刷工業厚生年金基金理事会
出席　新理事長　中村顧問
８月11日（熊谷ガーデンパレス）
青年部会役員会・暑気払い
８月20日（組合事務所）
広報委員会　出席　新理事長　櫻井委員長　小倉副委員長
飯田委員　事務局
８月25日（戸田　木元省美堂他）
戸田地区組合加入訪問　出席　新理事長　佐藤組織委員長　
櫻井専務理事
８月26日（基金事務局）
関東五県印刷工業厚生年金基金総合監査
出席　佐藤副理事長
８月27日（飯能レイクサイドパーク宮沢湖）
ウォーキング大会下見　出席　新理事長　佐藤委員長　井坂
副委員長　吉田　新井各副理事長　櫻井専務理事　事務局
９月８日（ラフレさいたま）
第３回たんぽぽ運営委員会
第３回役員会　出席　新理事長　大川　二重作　吉田　新井
佐藤　岩渕各副理事長　櫻井専務理事　中村顧問　高橋常務
理事　星野理事　事務局
９月９日（さいたま新都心合同庁舎）
官公需確保対策地方推進協議会　
出席　吉田　岩渕各副理事長
９月10日（戸田地区）
戸田地区組合加入訪問　出席　佐藤組織委員長
９月15日（埼玉会館）
関東五県印刷工業厚生年金基金決算代議員会
出席　新理事長　中村顧問　二重作　大川　新井　佐藤各副
理事長　櫻井専務理事
９月16日（労働衛生会館）
安全衛生講習会　新理事長　櫻井専務理事　桧山氏

９月20日（熊谷スポーツ文化公園）
十四日会親睦ソフトボール大会
９月26日（飯能レイクサイドパーク宮沢湖）
第７回親睦ウォーキング大会
９月28日（ホテルサンルート熊谷）
中央会第１回北部支部交流会
出席　新理事長　櫻井専務理事
10月７日（関東図書）たんぽぽ安全衛生パトロール
10月７日（浦和商工会議所）Ｐマーク説明会
10月15～16日（全日空ホテルクレメント高松）
香川印刷文化展・全国大会
出席　新理事長　大川　二重作　吉田　新井　佐藤各副理事
長　櫻井専務理事　中村顧問　事務局深井
関東甲信越静地区印刷協議会理事長会　出席　新理事長
10月27～28日（大阪城ホール）
全国産業安全衛生大会
出席　二重作副理事長　櫻井専務理事　

◇10月15～16日、四国香川県高松市で全日本印刷文化典香川大
会が開催された。本年度から新しく全印工連会長に就任した
浅野健氏がこの印刷文化典でも全印工連の目標「2005計画」
から、新たな「業態変革推進プランー全印工連2008計画」に
シフトしていく機会としてアピールしている。国の今日的中
小企業施策に乗るためには、自らの意志で「業態変革」をな
し遂げるしかない、そこの決意を組合員に促しているのであ
ろう。業態変革の中身は、2005計画に続く（あるいはより飛
躍した）ＩＴ化、スピード化であろうか。e-japanの徹底でも
ある。我々２～３名の働き手で「印刷の窓口」を守っている
者にはいよいよ厳しい時代が到来した感じである。受身でな
く、自らが変革を実践していく意志と理解・努力が求められ
ている。身のひき締まる思いである。
◇第７回印刷月間記念親睦ウォーキング大会が、今年は場所を
森林公園から飯能レイクサイドパーク宮沢湖に移して行われ
た。あいにく雨模様の天候で参加人数が危ぶまれたが、総勢
250名の参加があって、組合役員もホッ、面目をほどこした
のであろうか。編集子は、今回初めて不参加、淋しい思いを
したが、新しいコースは如何でしたか。子どもさんたちは終
わったあとの仲良し動物園が本命だったでしょうか。（ＳＯ）
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人 事 往 来

謹んでご冥福をお祈り申し上げます

８月16日　黒田印刷（有）（熊谷）
ご母堂　黒田千代様

８月27日　関東甲信越静地区印刷協議会会長
ご尊父　堀　申二様

大賀印刷 社長　吉崎　賀也
さいたま市南区内谷４－１２－２　 ０４８－８６４－３６４６

（有）三浦企画印刷　 社長　三浦　　進
戸田市美女木２－４－１７　 ０４８－４２２－７１８１

（有）マルヨシプリント 社長　吉浦　忠道
戸田市笹目５－３１－１９　 ０４８－４３１－７１６７

（株）済信社印刷 社長　伊藤　信美
狭山市鵜の木２６－２２　 ０４－２９５３－３６３６

訃　報（事務局）

新組合員紹介

編集後記


